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の入学が決まったのである。校長のエジェ夫人 (Clairc Zoo Hcger,旧姓Pttnt)は当時37歳で,5









































の B′妙 濾鹿 rα″,続いて とιιtt r/Eサ¢′佐"ε″ に矢継ぎ早に彼の詩が掲載された。だが文学で身を
立てることがいかに困難であるかを過去の経験から知つていたブランウェルは,その一方で,鉄道
会社への再就職について友人グランディに打診している (5月22日付け)。 しかし仕事は見つから


































1)ホワイ ト家 (the whites)シャーロットは1841年3月から同家の家庭教師を務めていた。1841年3月3日
(?)付け,エレン宛書簡,および注 1を参照。
















































































































































































































































































































































































































































































































































'             鳥取大学教育地域科学部紀要 教育 。人文科学 第 1巻 第 1号 (1999)   235
1    火曜 日・朝

























1)Mrs Maly Taylorと思われる。Stephen Tay10r(1772-1831)の未亡人で,同氏はハワース教会の理事であっ
た。ハヮースから1マイルほどのスタンベリーに住んでおり,シャーロットとエミリがブリュッセルか
ら帰国したので,クリスマスに招待したと思われる。
2)アンはソープ・グリーンに帰っていたので,シャーロットとエミリのこと。
スタンベ リーのテイラー夫人ヘ
〔1842年12月?〕
〔ハワース〕
水曜・朝
ミス・ブロンテたちは誠に残念ですが,テイラー夫人のご親切なお招きをお受けできないことに
岩上はる子 :ブロンテ書簡研究 (5)
なりました。
友人1)の到着を告げる手紙が届き,その準備のために自宅に留まらざるを得なくなったのです。
ミスター・ブランウェルは,者卜合が着けば,喜んでお招きをお受けしたいとのことです。
1)エレン,ナッシー のこと。12月末から1月初旬までハワースに滞在した。
(1999年6月10日受理)
